
看護管理　第32巻第3号
2022 年 3 月 10 日発行（毎月 1 回 10 日発行）

発行　株式会社医学書院
代表者：金原俊
〒113-8719　東京都文京区本郷 1-28-23
Published by IGAKU-SHOIN Ltd.
1-28-23 Hongo, Bunkyo-ku, Tokyo
Ⓒ2022, Printed in Japan
印刷・製本　アイワード
定価　1760 円（本体 1600 円＋税 10％）

2022年 年間購読料
冊子版　税込 18876 円
冊子＋電子版　税込 22176 円
電子版　税込 18876 円

（いずれも送料弊社負担）

『看護管理』編集室（担当：小齋，石塚，伊藤）
TEL03-3817-5777　FAX03-5804-0485
E-mail　kangokanri@igaku-shoin.co.jp
https://www.igaku-shoin.co.jp

［年間購読のお申し込み先］
医学書院販売・PR 部　TEL03-3817-5659

本誌に掲載する著作物の複製権・翻訳権・上映
権・譲渡権・貸与権・公衆送信権（送信可能化
権を含む）は，株式会社医学書院が保有します。
本誌を無断で複製する行為（複写，スキャン，
デジタルデータ化など）は，「私的使用のため
の複製」など著作権法上の限られた例外を除
き禁じられています。大学，病院，診療所，企
業などにおいて，業務上使用する目的（診療，
研究活動を含む）で上記の行為を行うことは，
その使用範囲が内部的であっても，私的使用
には該当せず，違法です。また私的使用に該当
する場合であっても，代行業者等の第三者に
依頼して上記の行為を行うことは違法となり
ます。

〈出版者著作権管理機構委託出版物〉
複製される場合は，そのつど事前に出版者著
作権管理機構の許諾を得てください（TEL03-
5244-5088　FAX03-5244-5089　info@
jcopy.or.jp）。
本誌掲載論文・記事のタイトル頁最下段に記さ
れた［0917-1355/22/紙：￥500/電子：￥750/ 
論文/JCOPY］は，1 論文 1 回複製の料金を明
示したものです。これは表示のない論文等に
も適用されます。JCOPY へのご連絡の際に
は，筆頭著者名・論文名と併せて本表示をご
提示くださるようお願いします。

＊「看護管理」は，株式会社医学書院の登録商
標です。

次号
予告 4

2022

April

▶個人的なチャレンジのために，3週間程度休
暇を取らせていただくことになりました。実際には
土日や祝日があったり，合間にオンライン会議に
出たりするため，営業日換算では 10 日程度の
休暇取得です。社会人になってウン十年，医学
書院に転職する直前（ちょうど20 年前）に，約
ひと月の有給休暇消化を経験しましたが，それ
以来の長い休暇ということになります。職場の理
解に感謝するとともに，ルー大柴風（古い！）に
言えば，チャレンジがインポッシブルなミッション
とならないよう，休暇を有効に使わせていただき
たいと思います。越境学習，アンラーニング的な
チャレンジの過程において，本業に活かせる経
験も多々ありました。春からシン・コサイとして読
者の皆様にさまざまな情報や学習機会をお届け
したいと思っております。� （小齋）

▶特集では，「特定行為研修修了者の活躍を支
える」として，組織での実際を取り上げました。
本誌では，保健師助産師看護師法の一部が改
正された2014 年の 7月号で本制度について紹
介し，3年後の2017 年 11 月号では本制度の活
用について，地域の医療ニーズに応える看護師
の育成と体制整備という視点から特集をしていま
す。認知度は高まり，修了者数も増えつつある本
制度ですが，今後ますます研修修了者の活躍の
重要性が高まっていくと感じています。本特集の
千葉大学医学部附属病院での座談会でも感じ
られたことですが，急性期病院での活躍には，
組織としての育成に関するビジョンだけでなく，人
員配置や活動を支える看護管理者の支援が必
要不可欠です。今回の特集が，研修修了者に対
する理解につながり，自施設のスタッフの育成を
検討する際の参考になれば幸いです。� （石塚）

編集後記

特集

看護ケアの質評価と改善
近年，指標を用いた医療・看護の質評価が浸透してきましたが，多くの施設では評価結果の分
析や，その後の改善につなげる取り組みが十分とは言えず，また，質改善の推進力となる人材
育成のプログラムも整備されていないという課題があります。� �
本特集では，1993 年に始まった日本看護質評価改善機構の活動から得られた知見を紹介す
るとともに，看護の質評価を看護ケアの改善や業務改善につなげる方策や組織体制について
考察します。

【座談会】看護ケアの質評価と改善 
◉上泉和子／内布敦子／坂下玲子／鄭佳紅／村上眞須美

“看護ケア”の質評価と改善◉内布敦子
看護ケアの質の保証：看護 QI の 6 つの領域◉坂下玲子
改善を目指した組織体制と人材育成◉上泉和子／村上眞須美
評価から改善へつなげる方策（質改善のストラテジー）◉鄭佳紅
質評価と質改善のこれから◉上泉和子
看護の質と医療経済◉眞鍋雅史
AI 活用による看護質評価◉新居学

日本看護質評価改善機構の評価を受けた経験から 
◉宮崎県立宮崎病院 4階東病棟／十和田市立中央病院

巻頭シリーズ

Share & Dialogue 
これからのキャリア支援　スタッフを育て，よいチームワークを実現するために 
◉高田朝子／川﨑つま子

Facebookアカウントをお持ちの方は「いいね！」
をお願いします。
//www.facebook.com/kangokanri1991/
twitter アカウントは，@kangokanri です。
合わせてフォローをお願いします。
//twitter.com/kangokanri

Facebook，twitterやってます！
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